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第4章 事業の実施状況 

 4.1 工事の概要 

本事業では、合計 6 ヶ所の着陸帯及び進入路を整備する計画であり、N-4.1 は

平成 24 年度に、N-4.2 は平成 26 年度に、G、H、N-1(a)、N-1(b)は平成 28 年度に、

G 進入路は平成 29 年度に完成しており、平成 29 年 9 月を以って本事業に係る全

ての工事が終了している。 

表 4.1-1 にこれまでの工事工程を、図 4.1-1～図 4.1-13 に事業実施区域の施

工箇所及び工事後の状況写真を示した。 
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図 4.1-1 工事施工箇所(N-4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-2 完成した N-4.1 着陸帯の状況:平成 27 年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-3 完成した N-4.2 着陸帯の状況:平成 27 年 6月  
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図 4.1-4 工事施工箇所(G) 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-5 完成したＧ着陸帯の状況:平成 29 年 10 月 
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図 4.1-6 工事施工箇所(H) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-7 完成したＨ着陸帯の状況:平成 29 年 10 月  
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図 4.1-8 工事施工箇所(N-1(a),(b)) 
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図 4.1-9 完成したＮ-1(a)着陸帯の状況: 平成 29 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-10 完成したＮ-1(b)着陸帯の状況: 平成 29 年 10 月 
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図 4.1-11 G 進入路平面図(1/4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-11 G 進入路平面図(2/4)  
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図 4.1-11 G 進入路平面図(3/4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-11 G 進入路平面図(4/4) 
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図 4.1-12 完成した G進入路の状況：平成 29年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-13 完成した G進入路の状況：平成 29年 10 月 
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 4.2 事後調査 

事後調査の実施体制 

本事業においては、図 4.2-1 に示した体制により事後調査を実施して、環境へ

の影響の低減に努めた。 

 

 

 

 

  

 

 

図 4.2-1 事後調査の実施体制 

 

事後調査の監視基準 

存在・供用時の監視基準は、当該事業に係る環境影響評価を踏まえ、表 4.2-1

に示す基準を満たすこととした。また、基準値が無い植物、動物、生態系の監視

基準については、周辺において事業実施前と同程度の生育・生息状況とした。 

 

表 4.2-1 事後調査の監視基準(存在・供用時) 

項目 監視基準 

ヘリコプター騒音 時間帯補正等価騒音レベル 56 デシベル以下 

(環境影響評価図書の予測値) 

赤土等による水の濁り 平常時：＜1～5mg/L 以下、降雨時：61.8～184mg/L 以下 

(環境影響評価図書時の測定結果) 

植物 事業実施前と同程度の生育状況であること。 

動物 事業実施前と同程度の生息状況であること。 

生態系 事業実施前と同程度の生育・生息状況であること。 

景観 景観区分に大きな変化が生じていないこと。 

 

  

事後調査会社 学識経験者 

助言

報告

指示
沖縄防衛局 
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 4.3 環境保全措置の実施状況 

早期緑化の追加実施 

環境保全措置として無障害物帯の縁辺及び G進入路の林縁部に実施した早期緑

化について、一部、リュウキュウチクの生育が不良の箇所が見られたことから、

リュウキュウチクの追加植栽を行った。なお、移植箇所、方法等については表 

4.3-1 に示す専門家の助言を参考とした。表 4.3-2 にリュウキュウチク追加植栽

実施日を、図 4.3-2～図 4.3-4 に追加植栽箇所を示した。移植株は別事業で伐採

されるリュウキュウチクを有効活用した。 

 

表 4.3-1 リュウキュウチクの追加植栽に係る指導・助言 

専門分野 植物社会学 専門家の所属機関  大学 

●G地区 

・着陸帯周りに移植したリュウキュウチクについては枯死しているが、周辺から野生株が続々と出て

きており、林縁部についてもこれ以上の退行遷移はしないものと考えられ、追加でリュウキュウチ

クを移植する必要はないと考える。 

●G進入路 

・移植を行ったリュウキュウチクは枯死しているが、周辺から野生株が出てきていることから、これ

以上の退行遷移はないものと考えられる。ただ、移植を図った14地点のうち、5地点については、

リュウキュウチクの追加植栽を行って、早期に回復を図ってほしい。 

・移植は1列で問題ないが移植間隔を50cm程度と密にして、1箇所当たりを2～3株程度とすることで風

衝効果が得られると考える。また、移植する株については、支柱の要らない程度の約1.0m～1.5m

とすることで、生存率が上がるものと考えられる。植栽は1～2列で行い、林縁が疎林となっている

場所を2列とする。 

・また、進入路入口にある坂の上は開けており、風の吹き込みが考えられることから、追加で植栽出

来ないか検討してほしい。 

 ●H地区 

・移植株は枯死しているが自生しているリュウキュウチクも見られ、間隔を見て補植する程度で良い

と考える。ただ、工事用道路の拡幅箇所については千鳥状に3列での植栽が好ましい。 

 ●その他 

・移植株は切り詰めることはせず、自然の状態で約1.0m～1.5mが良い。掘り取りには可能な限り、細

根や地下茎を残し、移植元の土ごと移植する。掘り取った株はその日のうちに移植する。 

・リュウキュウチクは乾燥や貧栄養に強いことから、谷部については移植する必要はなく、マルチン

グされている場所については、除けて移植することが望ましい。 

 

 

表 4.3-2 リュウキュウチクの追加植栽実施日 

地区 実施日 

H 地区 平成 31 年 1月 18 日 

G 進入路 平成 31 年 1月 18 日、19 日 
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準備 掘り採り 梱包 

 

運搬 移植 灌水 

図 4.3-1 リュウキュウチクの追加植栽の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3-2 リュウキュウチクの追加植栽箇所(H)  

リュウキュウチクの追加植栽箇所 
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外来植物の駆除 

事業実施区域等で確認された外来種を表 4.3-4 に示した。それによると 35 科

85 種の外来種が確認された。確認された外来種への対策については、専門家より

表 4.3-3 に示す助言を参考とし、駆除を実施した。 

 

表 4.3-3 事業実施区域で確認された外来種への対策に係る指導・助言 

専門分野 植物社会学 専門家の所属機関 大学 

●事業実施区域等で確認された外来種への対策について 

・駆除を行っているアメリカハマグルマ、ツルヒヨドリ、クズ、セイタカアワダチソウについてはこ

のまま駆除を継続した方がよい。 

・ギンネムの木本については大きくなる前に駆除を行ったほうが良い。 

・ツル性植物は林冠へ上がる可能性があることから早めに駆除したほうがよい。したがって、駆除は

木本類や多年生のツル性植物を優先的に行った方が良い。 

・確認されている外来種の多くが陽生植物であることから、林内への侵入は無いと考えられる。 

・その他の外来種については、植物体がより大きなススキ等の在来種が発達することにより、日陰が

でき、草本の外来種については、今後減少していくと考えられ、侵略性はそれほど高くない。 

 

平成 30 年度に駆除した外来植物は、N-1 でセイタカアワダチソウ、ツルヒヨド

リ、クズ、コマツヨイグサの 4 種、N-4 でアメリカハマグルマ、セイタカアワダ

チソウの 2種、Gでセイタカアワダチソウ、コマツヨイグサの 2種、Hでセイタカ

アワダチソウ、ギンネム、コマツヨイグサの 3種、既存道路でギンネム、コマツ

ヨイグサの 2 種、工事用道路でセイタカアワダチソウの 1 種、G 進入路でセイタ

カアワダチソウ、コマツヨイグサ、アメリカハマグルマ、ギンネムの 4種、歩道

でギンネム、コマツヨイグサの 2種であった(表 4.3-5 参照)。 
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表 4.3-4 事業実施区域等で確認された外来種リスト(その 1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注 1）     ：防除対象種 ●は各季、○は全体での確認を示す。 

注 2) 指定状況については以下のとおり 

    ・外来生物法：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成 16年 6月 2日法律第 78号) 

・対策外来種リスト 

   環境省：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」 

          緊急対策(対策の緊急性が高く、積極的に防除を行う必要がある。) 

          重点対策(甚大な被害が予想されるため、対策の必要性が高い。) 

          その他総合(定着が確認されており、総合的な対策が必要な外来種) 

          産業管理(産業管理外来種：産業または公益性において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適正な管理が必要。) 

       沖縄県：「沖縄県対策外来種リスト」(平成 30年 8月) 

          重点対策(沖縄県内に定着しており生態系への影響が大きいことから重点的に駆除等を実施する必要がある外来種 

          対策種(沖縄県に定着しており、生態系への影響が一定程度あると考えられる外来種 

沖縄県 環境省 春季 夏季 秋季 冬季 計 春季 夏季 秋季 冬季 計 春季 夏季 秋季 冬季 計 春季 夏季 秋季 冬季 計

1 イノモトソウ ギンシダ

2 モクマオウ トキワギョリュウ（モクマオウ） 対策種 重点対策

3 イラクサ コゴメミズ 対策種 重点対策

4 タデ ヒメスイバ その他総合 ● ● ● ○ ● ● ○

5 ヒユ ハリビユ

6 スベリヒユ マツバボタン ● ○

7 ナデシコ オランダミミナグサ ● ○

8 アブラナ ナズナ

9 ヒメタネツケバナ（コタネツケバナ）

10 インチンナズナ（カラクサナズナ） ● ● ○

11 マメグンバイナズナ ● ● ○ ● ○ ● ○

12 マメ アメリカゴウカン（ハイクサネム） ● ○

13 タチクサネム

14 ギンネム（ギンゴウカン） 対策種 重点対策 ● ● ○ ● ● ● ○

15 コメツブウマゴヤシ ● ○ ● ● ● ○

16 シナガワハギ ● ○ ● ○ ● ● ● ○

17 オジギソウ ● ● ○

18 クズ ● ● ○

19 シロツメクサ（オランダゲンゲ） ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ○

20 ヤハズエンドウ（カラスノエンドウ） ● ● ● ○ ● ● ● ○

21 スズメノエンドウ ● ● ○ ● ● ● ○

22 カスマグサ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○

23 フウロソウ アメリカフウロ ● ● ○

24 カタバミ アカカタバミ ● ● ○

25 ヒメハギ コバナヒメハギ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

26 トウダイグサ ハイニシキソウ ● ● ○ ● ● ○

27 ショウジョウソウ

28 シマニシキソウ ● ○ ● ○ ● ● ● ○

29 セイタカオオニシキソウ（セイタカニシキソウ）

30 ミヤコジマニシキソウ

31 アオイ キンゴジカ ● ○

32 アオギリ ノジアオイ

33 アカバナ コマツヨイグサ 重点対策 ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○

34 ユウゲショウ ● ○ ● ○

35 セリ マツバゼリ ● ● ● ○ ● ○ ● ○

36 リンドウ アメリカホウライセンブリ ● ○

37 ヒルガオ モミジバヒルガオ 対策種 重点対策

38 ホシアサガオ その他総合 ● ● ● ● ○

39 クマツヅラ アレチハナガサ その他総合 ● ● ○

40 ハマクマツヅラ（ヒメクマツヅラ） その他総合 ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○

41 シソ ホトケノザ ● ○

42 ナス テリミノイヌホウズキ（テリミノイヌホオズキ） ● ○ ● ● ○ ● ○

43 ゴマノハグサ ソバガラウリクサ ● ○

44 タチイヌノフグリ ● ○

45 ムシクサ ● ○

46 オオイヌノフグリ ● ○

47 オオバコ ツボミオオバコ（タチオオバコ） ● ○

48 マツバウンランsp. ● ○

49 アカネ ナガバハリフタバ

50 キキョウ キキョウソウ ● ○ ● ○ ● ○

51 キク カッコウアザミ 対策種 その他総合 ● ● ● ○ ● ● ● ○

52 ホウキギク ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ○

53 シロノセンダングサ（アワユキセンダングサ、タチアワユキセンダングサ） その他総合 ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

54 ハイシロノセンダングサ（ハイアワユキセンダングサ） 対策種 ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○

55 ヒメムカシヨモギ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○

56 オオアレチノギク ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

57 ベニバナボロギク ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○

58 ダンドボロギク ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

59 ウシノタケダグサ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○

60 ヒメジョオン その他総合 ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ○

61 チチコグサモドキ ● ○

62 ヒメブタナ ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○

63 ツルヒヨドリ（ミカニア・ミクランサ） 特定 重点対策 緊急対策 ● ○

64 セイタカアワダチソウ 重点対策 ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○

65 タイワンハチジョウナ ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

66 オニノゲシ ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○

67 ハルノノゲシ（ノゲシ） ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○ ● ○

68 アメリカハマグルマ（ミツバハマグルマ） 重点対策 総合緊急

69 セイヨウタンポポ 対策種 ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○

70 キク sp. ● ○

71 イネ イヌムギ ● ○ ● ○ ● ○

72 ヒメオニササガヤ

73 スズメガヤ ● ● ○

74 ムラサキタカオススキ 対策種 その他総合 ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○

75 オガサワラスズメノヒエ ● ● ○

76 シマスズメノヒエ 対策種 その他総合 ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

77 アメリカスズメノヒエ（オニスズメノヒエ） 対策種 産業管理

78 タチスズメノヒエ 対策種 その他総合 ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ○

79 クサビガヤ

80 イヌシバ ● ○ ● ● ○

81 シバ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ○

82 カヤツリグサ シュロガヤツリ（カラカサガヤツリ） 対策種 重点対策 ● ○ ● ● ○

83 アヤメ キバナニワゼキショウ ● ● ○ ● ● ● ○

84 ニワゼキショウ ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ○

85 ショウガ ゲットウ

- 31科 1 14 20 25 25 30 33 49 26 26 21 28 41 25 15 24 23 33 8 16 22 28 31

確認地区

85種

- 和名科名 対策外来種リスト
外来
生物法

指定状況
注2)

N-1 G H 既存道路



4-18 

表 4.3-4 事業実施区域等で確認された外来種リスト(その 2) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注 1）     ：防除対象種 ●は各季、○は全体での確認を示す。 

注 2) 指定状況については以下のとおり 

    ・外来生物法：「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成 16年 6月 2日法律第 78号) 

・対策外来種リスト 

   環境省：「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」 

          緊急対策(対策の緊急性が高く、積極的に防除を行う必要がある。) 

          重点対策(甚大な被害が予想されるため、対策の必要性が高い。) 

          その他総合(定着が確認されており、総合的な対策が必要な外来種) 

          産業管理(産業管理外来種：産業または公益性において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適正な管理が必要。) 

       沖縄県：「沖縄県対策外来種リスト」(平成 30年 8月) 

          重点対策(沖縄県内に定着しており生態系への影響が大きいことから重点的に駆除等を実施する必要がある外来種 

          対策種(沖縄県に定着しており、生態系への影響が一定程度あると考えられる外来種  

沖縄県 環境省 春季 夏季 秋季 冬季 計 春季 夏季 秋季 冬季 計 春季 夏季 秋季 冬季 計

1 イノモトソウ ギンシダ ● ● ● ○

2 モクマオウ トキワギョリュウ（モクマオウ） 対策種 重点対策 ● ○

3 イラクサ コゴメミズ 対策種 重点対策 ● ○

4 タデ ヒメスイバ その他総合 ● ● ● ○

5 ヒユ ハリビユ ● ○

6 スベリヒユ マツバボタン

7 ナデシコ オランダミミナグサ

8 アブラナ ナズナ ● ○

9 ヒメタネツケバナ（コタネツケバナ） ● ○

10 インチンナズナ（カラクサナズナ） ● ○

11 マメグンバイナズナ

12 マメ アメリカゴウカン（ハイクサネム） ● ○

13 タチクサネム ● ○

14 ギンネム（ギンゴウカン） 対策種 重点対策 ● ● ● ○ ● ● ○

15 コメツブウマゴヤシ ● ● ○

16 シナガワハギ ● ● ● ○ ● ○

17 オジギソウ

18 クズ

19 シロツメクサ（オランダゲンゲ） ● ● ○

20 ヤハズエンドウ（カラスノエンドウ） ● ● ○

21 スズメノエンドウ ● ● ○

22 カスマグサ ● ● ○

23 フウロソウ アメリカフウロ ● ● ○

24 カタバミ アカカタバミ ● ○

25 ヒメハギ コバナヒメハギ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

26 トウダイグサ ハイニシキソウ ● ● ○

27 ショウジョウソウ ● ○

28 シマニシキソウ ● ● ● ○ ● ● ● ○

29 セイタカオオニシキソウ（セイタカニシキソウ） ● ● ● ● ○

30 ミヤコジマニシキソウ ● ○

31 アオイ キンゴジカ ● ○

32 アオギリ ノジアオイ ● ○

33 アカバナ コマツヨイグサ 重点対策 ● ● ● ● ○ ● ○

34 ユウゲショウ ● ● ○

35 セリ マツバゼリ

36 リンドウ アメリカホウライセンブリ

37 ヒルガオ モミジバヒルガオ 対策種 重点対策

38 ホシアサガオ その他総合 ● ○

39 クマツヅラ アレチハナガサ その他総合

40 ハマクマツヅラ（ヒメクマツヅラ） その他総合 ● ● ● ● ○

41 シソ ホトケノザ

42 ナス テリミノイヌホウズキ（テリミノイヌホオズキ） ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

43 ゴマノハグサ ソバガラウリクサ ● ● ○

44 タチイヌノフグリ

45 ムシクサ

46 オオイヌノフグリ

47 オオバコ ツボミオオバコ（タチオオバコ） ● ● ○ ● ○

48 マツバウンランsp.

49 アカネ ナガバハリフタバ ● ○

50 キキョウ キキョウソウ ● ○

51 キク カッコウアザミ 対策種 その他総合 ● ○ ● ● ● ○

52 ホウキギク ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

53 シロノセンダングサ（アワユキセンダングサ、タチアワユキセンダングサ） その他総合 ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

54 ハイシロノセンダングサ（ハイアワユキセンダングサ） 対策種 ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○

55 ヒメムカシヨモギ ● ● ○ ● ○

56 オオアレチノギク ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

57 ベニバナボロギク ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

58 ダンドボロギク ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○

59 ウシノタケダグサ ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

60 ヒメジョオン その他総合 ● ● ● ● ○ ● ○

61 チチコグサモドキ

62 ヒメブタナ ● ○

63 ツルヒヨドリ（ミカニア・ミクランサ） 特定 重点対策 緊急対策

64 セイタカアワダチソウ 重点対策 ● ○ ● ● ● ● ○

65 タイワンハチジョウナ ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

66 オニノゲシ ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○

67 ハルノノゲシ（ノゲシ） ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○

68 アメリカハマグルマ（ミツバハマグルマ） 重点対策 総合緊急 ● ● ○

69 セイヨウタンポポ 対策種 ● ○

70 キク sp.

71 イネ イヌムギ

72 ヒメオニササガヤ ● ○

73 スズメガヤ

74 ムラサキタカオススキ 対策種 その他総合 ● ○

75 オガサワラスズメノヒエ ● ● ○

76 シマスズメノヒエ 対策種 その他総合 ● ○ ● ● ○

77 アメリカスズメノヒエ（オニスズメノヒエ） 対策種 産業管理 ● ● ○

78 タチスズメノヒエ 対策種 その他総合 ● ● ○ ● ● ● ○

79 クサビガヤ ● ● ○

80 イヌシバ

81 シバ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○

82 カヤツリグサ シュロガヤツリ（カラカサガヤツリ） 対策種 重点対策 ● ○ ● ● ● ● ○

83 アヤメ キバナニワゼキショウ ● ● ○

84 ニワゼキショウ ● ● ○

85 ショウガ ゲットウ ● ● ○

- 31科 1 14 20 14 17 20 16 27 22 30 33 36 49 14 14 17 17 26

工事用道路 G進入路 歩道

確認地区

対策外来種リスト
外来
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- 和名科名
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表 4.3-5 外来植物の駆除状況 

地区 
N-1(a) 

N-1(b) 
N-4.1 N-4.2 G H 既存道路

工事用 

道路 

G 

進入路 
歩道 

1 回目 

セイタカアワ

ダチソウ、 

ツルヒヨドリ、 

クズ 

アメリカハマ

グルマ、 

セイタカアワ

ダチソウ 

セイタカアワ

ダチソウ 

セイタカアワ

ダチソウ 

セイタカアワ

ダチソウ 
－ － 

セイタカアワ

ダチソウ 
－ 

2 回目 クズ 
セイタカアワ

ダチソウ 

セイタカアワ

ダチソウ 
－ 

セイタカアワ

ダチソウ 
－ 

セイタカアワ

ダチソウ 

セイタカアワ

ダチソウ、コ

マツヨイグサ 

－ 

3 回目 
セイタカアワ

ダチソウ 
  － － － － － － 

4 回目 －   － 

セイタカアワ

ダチソウ、ギ

ンネム 

－ － 

アメリカハマ

グルマ、セイ

タカアワダチ

ソウ 

－ 

5 回目 －   
コマツヨイグ

サ 

コマツヨイグ

サ 
－ － 

コマツヨイグ

サ 
ギンネム 

6 回目 
コマツヨイグ

サ 
  － 

コマツヨイグ

サ 

ギンネム、

コマツヨイグ

サ 

－ 

セイタカアワ

ダチソウ、 

コマツヨイグ

サ、ギンネム 

コマツヨイグ

サ 

注)確認なしは「－」と示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ツルヒヨドリ 駆除前 アメリカハマグルマ 駆除前 セイタカアワダチソウ 駆除前 

ギンネム 駆除前 コマツヨイグサ 駆除前 クズ 駆除前 

処分状況 駆除状況 抜き取り 
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 4.4 事業に関するその他の事項 

N-1(b)の無障害物帯の復旧後の監視状況 

概要 

    平成 28 年度に施工を行った N-1(b)の無障害物帯において、平成 28 年 10 月

13 日に斜面部の削れを確認した。規模は、幅約 2m、長さ約 5m であり、斜面部

の表土が削れ、下流河川への流出が確認されたほか、後日、確認したところ下

流の沢約 20m 範囲に赤土が堆積していた。なお、赤土が堆積していた範囲につ

いては普段は涸れ沢として水が流れていない箇所であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4.4-1 N-1(b)の無障害物帯の斜面部の削れ箇所 

事業との関係 

    無障害物帯の削れが確認された平成 28 年 10 月においては、伐採、赤土流出

防止柵の設置が終了し、造成工として盛土や法面工などが行われていた。斜面

が削れた箇所については、伐採が行われたものの造成等の施工が行われていな

い箇所であった。 

 

原因の推測 

    原因としては、伐採した無障害物帯の斜面部が降雨により削れたことが考え

られる。当時の降雨状況は東地域雨量観測所によると午前7時、8時には7.5mm/h

の降雨が観測されたほか、5 時から 9 時までの間に 20.5mm が記録されており、

当該地域で高い降雨強度があったものと考える。このような降雨により、樹木

の伐採で下草等の生える斜面部が耐え切れなくなり、削れたものと考えられる。 

 

N-1(a) 

N-1(b)斜面削れ箇所 

：写真撮影地点

：赤土流出防止柵

削れた斜面の状況 

復旧作業の状況 



4-21 

復旧後の状況 

    復旧後の状況を表 4.4-1 に示した。復旧後は植生の回復が見られたが、平成

30 年 9月頃には一部でリュウキュウイノシシによる掘り返しが見られた。その

後は植生が回復し、ススキやシロノセンダングサ等の草本類が生育していた。 

 

表 4.4-1 復旧後の状況 

平成 29年 5月 23 日 

 

平成 29 年 10 月 

平成 30年 2月 平成 30年 5月 29 日 

 

平成 30年 9月 19 日 平成 30年 11 月 28 日 

 

平成 31年 2月 1日 

 

 

- 

 


